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Colorful 201８年４月２４日

始業式から２週間が過ぎました。この２週間は、新クラスでの決めごとや入学式、全国
学力状況調査など、慌ただしい毎日でしたが、ようやく授業が本格的にスタートし、落ち
着いた生活リズムになりました。各教科のガイダンスを受ける中で、今年度はどの教科
も「進路」を意識した進め方になっていることを実感したのではないでしょうか。この先、
「もっと早くから真剣に勉強しておけば……」「提出物をちゃんと出しておけば……」「技
能教科に丁寧に取り組んでおけば……」と悔やむことのないよう、授業、宿題、家庭学
習に対して、これまでとは意識を変え、自分に厳しく努力してほしいと思います。
また、修学旅行についても平和学習のまとめを終え、民泊やクラスの班、係などが決

まり、民泊先への自己紹介カード作成や班別活動計画など、準備が具体的に始まりまし
た。中学校生活最後の宿泊行事を充実させるため、一人一人が目標を持ち、ルールを
守り、役割を果たしましょう。

先日、作文「３年生になって」を書きました。まだ慣れない新
しいクラスでの生活、行事への楽しみ、進路や部活動への意気込
み、最高学年としての責任感など、たくさんのことが詰まった作
文ばかりでした。各クラスの学級目標とともに紹介します。

（今回は２・４・６組です。）

＜２組＞
常笑喜留

～クラス全員で１つの目標に向かって翔け昇ろう～

最高学年になると、どんな場面でも見本にならないといけないことが増え
てくると思います。学校生活では「みそあじ」をしっかりして、１年生にも
「みそあじ」ができるようになってほしいです。特に「あ」のあいさつは、
将来社会に出たときに、一番役に立つと思うので、今のうちから頑張りたい
です。また、全校集会の時には３年が一番早くきれいに並んで、先生の話を
しっかり聞き、１年生が真似してくれたらなあ、と思います。式で歌う校歌
も３年生がうしろからサポートできるように頑張りたいです。
部活では、もうすぐ１年生が入ってきます。そのときには気持ちよく迎え、

「サッカー部に入って良かった！」と言ってもらいたいです。そのためにも
普段から人に優しく接して、練習も休まず参加できるようにしたいです。サ
ッカー部は「県大会優勝」と「サッカー以外のところでも認められるチーム」
を目標に日々頑張っているので、くつやカバンの並べ方なども後輩たちに続
けていってほしいです。僕たちが頑張っている姿を見て、頑張ってほしいで
す。

（池田くん）



＜４組＞
全力投球

～何事にもchallenge!!～

３年生の行事の中で、特に楽しみにしているのは修学旅行です。仲の良い
人と同じ班になりたい、という思いもあるけれど、新しい友だちをたくさん
作るチャンスでもあると思うので、初めて一緒のクラスになった人とも頑張
って活動したいです。沖縄に行くのは初めてなので、たくさんのものを見た
り、食べたりして、思い切り楽しみたいです。また、修学旅行以外の行事も
中学校生活最後の行事になるので、１００％楽しめるようにしたいです。
３年生になって不安に思っていることも少しあります。中学３年生になっ

たということは、受験生になったということで、テストで大失敗したら取り
返しのつかないことになります。部活動でもいよいよ引退の時期が迫ってき
ているので、もっともっとテニスの練習の一つ一つを大切にする必要があり
ます。でも、勉強か部活、どちらを捨ててしまえば、きっと後悔をしてしま
うような結果になってしまうと思います。だから、これからは１・２年生の
ときよりも、もっと一日一日を大切にして全力で過ごしていかないとな、と
思います。
卒業式を迎えるときには、勉強も部活も悔いなく、これからさらに頑張っ

ていこう、というすっきりした気持ちで卒業したいです。
（杉田くん）

＜６組＞
FLY

１人１人が自信を持って それぞれの道へ飛びたとう

私は３年生になって、不安がすごく増えました。今まであまりクラスの友
だち関係で悩んだりすることはなかったけど、クラスでは仲の良い子や同じ
部活の人がほとんどいなくて焦りました。今までは自分から話しかけなくて
も、相手から話しかけてくれることばかりだった私は、話しかけ方や友だち
の作り方が全くわかりませんでした。でも、授業で自由席だったとき、一人
で突っ立っている私に「一緒に座ろう！」と声をかけてくれた子がいました。
相手にとっては、簡単な言葉だったかもしれないけれど、その一言が言えな
い私にとって、その言葉はすごくうれしかったです。きっと良い人がたくさ
んいるクラスなんだろうなと思い、少し安心しました。これから少しずつで
もたくさんの人と話したりして、仲良くなっていけたらいいなと思いました。
卒業式を迎えるときは、鴫原先生が言っていたように、もうやり残したこ

とはない、全てやりきった！という悔いのない気持ちで卒業したいです。そ
のためには、たくさんのことにチャレンジしていかないといけないと思うの
で、たくさんのことにチャレンジして、悔いのない中学校生活を送りたいで
す。

（井髙さん）

家庭訪問時にお配りした「進路指導について」の記載事項に訂正があります。

（誤）○テスト、懇談関係 （正）○テスト、懇談関係
５月３０日（水）進路説明会 → ６月１日（金）進路説明会


